
宇
和
島
市
、
松
野
町
、
鬼
北
町

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
取
組

     

〜
地
球
を
潤
す
森
林
環
境
保
全
へ
の
プ
ロ
セ
ス
〜

市
町
が
連
携
し
た
地
域
の

               
「
森
づ
く
り
」と「
人
づ
く
り
」

Vol.

6

令
和
３
年
度
ま
で
に
、
本
制
度
対
象
森

林
約
２
万
１
千
ha
の
う
ち
、
５
，
７
５
６

ha
で
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
41 

ha
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
が
「
経

営
管
理
権
集
積
計
画
」
を
策
定
し
て
、
経

営
管
理
権
を
設
定
し
ま
し
た
。
更
に
、
そ

シリーズ
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ま
で
幅
広
く
学
ぶ
総
合
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
長
期
研
修
で
す
。
第
一
期
生
と
な
る

受
講
生
は
３
名
で
し
た
。

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
長
期
研
修
に
加

え
、
技
術
向
上
・
労
働
安
全
衛
生
に
重
点

を
置
い
た
短
期
研
修
を
開
設
す
る
予
定
で

す
。Ｉ
タ
ー
ン
・Ｕ
タ
ー
ン
者
等
が
、
速

や
か
に
就
業
で
き
る
内
容
と
す
る
こ
と

で
、
当
地
域
に
お
け
る
担
い
手
不
足
の
解

消
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
で
す
。

5
　
お
わ
り
に

本
地
域
で
は
、「
森
づ
く
り
事
業
」と「
人

づ
く
り
事
業
」
の
取
組
を
通
じ
て
、
森
林

整
備
の
加
速
と
担
い
手
不
足
の
解
消
を
図

っ
て
い
く
方
針
で
す
。
今
後
も
、
３
市
町

と
セ
ン
タ
ー
が
足
並
み
を
揃
え
、
愛
媛
県

や
、
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
た
支
援
組
織

で
あ
る
（
公
財
）
愛
媛
の
森
林
基
金 

森

林
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
協
力
し
な
が

ら
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
に
尽
力

し
て
参
り
ま
す
。

1
　
は
じ
め
に

愛
媛
県
の
宇
和
島
市
、
松
野
町
及
び
鬼

北
町
の
３
市
町
は
、県
南
西
部
に
位
置
し
、

一
次
産
業
が
盛
ん
で
す
。

本
地
域
は
、
鬼
ヶ
城
山
系
な
ど
千
ｍ
級

の
山
々
に
囲
ま
れ
、
森
林
率
は
、
宇
和
島

市
が
７
割
、
松
野
町
・
鬼
北
町
が
８
割
以

上
と
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
有
し
て
い

ま
す
。

令
和
元
年
度
に
森
林
経
営
管
理
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
３

市
町
は
新
た
な
連
携
組
織
と
し
て
、「
南

予
森
林
管
理
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立

し
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
な
が
ら
、
森
林
経
営
管
理
制
度
と
人
材

育
成
を
進
め
る
同
セ
ン
タ
ー
の
取
組
を
紹

介
し
ま
す
。

2
　
南
予
森
林
管
理
推
進
セ
ン
タ
ー

森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
に
当
た
っ

て
、
各
市
町
に
は
、
主
導
的
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
林

業
専
門
の
職
員
や
森
林
経
営
に
関
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
元
年
12
月
20
日
、
3

市
町
、南
予
森
林
組
合
等
が
共
同
で
「（
一

社
）
南
予
森
林
管
理
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
管

内
の
森
林
を
適
切
に
管
理
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
絡
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

「
森
づ
く
り
事
業
」
と
「
人
づ
く
り
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
各
市
町
の
譲
与

税
額
の
比
率
に
応
じ
た
負
担
金
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
の
負
担
金

同
制
度
に
基
づ
く
意
向
調
査
の
際
に
、

森
林
所
有
者
か
ら
同
意
を
得
た
上
で
、
調

査
結
果
を
事
業
体
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

事
業
体
が
主
体
的
に
森
林
整
備
を
行
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。（
Ｉ
Ｍ
Ｍ【
情
報
に

基
づ
く
経
営
管
理
方
式
】）。

愛媛県南予地域

森林組合

（一社）南予森林管理推進センター

愛媛県森林管理
支援センター

県

委託

事務局（3名）

職員（4名）

林業普及指導員
市町併任派遣（2名）

技術職員常駐派遣（1名）

宇和島市

松野町

鬼北町

職
員
派
遣

職
員
派
遣

四国中央市
西条市

上島町

今治市

松山市

久万高原町

松前町

伊予市

内子町大洲市

西予市

松野町

愛南町

伊方町

額
は
、
宇
和
島
市
７
，
０
０
３
千
円
（
令

和
３
年
度
譲
与
額：３
９
，６
０
７
千
円
）、

松
野
町
２
，
５
１
２
千
円
（
令
和
３
年
度

譲
与
額
：
１
４
，
２
９
５
千
円
）、
鬼
北

町
８
，
５
８
５
千
円
（
令
和
３
年
度
譲
与

額
：
４
８
，
８
４
８
千
円
）
で
す
。

 3
　
森
づ
く
り
事
業

地
域
の
森
林
を
適
切
に
管
理
し
て
次
の

世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、「
森
づ
く
り
事

業
」
で
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

の
う
ち
26 

ha
で
は
「
経

営
管
理
実
施
権
配
分
計

画
」
を
作
成
し
て
、
林

業
事
業
体
へ
再
委
託
す

る
一
方
、
３
ha
で
は
市

町
自
身
で
保
育
間
伐
を

実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
意
向
調
査
を

実
施
し
た
森
林
の
う
ち

約
５
０
０
ha
に
つ
い
て

は
、
林
業
事
業
体
が
森

林
経
営
計
画
の
策
定
に

よ
る
集
約
化
に
取
り
組

み
、
今
後
、
森
林
整
備

を
行
う
見
込
み
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
森
林

経
営
管
理
制
度
に
よ

る
公
的
な
集
積
の
取

組
と
、
林
業
事
業
体

に
よ
る
集
約
化
の
取

組
の
双
方
に
よ
り
、

迅
速
な
森
林
整
備
に

繋
げ
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に
係

る
事
務
手
続
き
等
を
効
率
化
す
る
た
め
、

既
存
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
拡
張
し
て
、「
森
林
経

営
管
理
制
度
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
今
年
度
か

ら
運
用
を
開
始
し
て
お
り
、
意
向
調
査
票

の
発
送
・
集
計
、
経
営
管
理
権
集
積
計
画

（
案
）・
経
営
管
理
実
施
権
配
分
計
画
（
案
）

の
作
成
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

4
　
人
づ
く
り
事
業

「
人
づ
く
り
事
業
」
は
、
林
業
の
持
続

的
か
つ
健
全
な
発
展
に
必
要
な
人
材
を
確

保
・
育
成
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。　

同
事
業
の
核
と
し
て
、
令
和
４
年
４
月

12
日
に
「
南
予
森
林
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開

講
し
ま
し
た
。
同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、森
林
・

林
業
の
基
礎
か
ら
資
格
取
得
、
現
場
実
習

新居浜市砥
部
町

南予森林管理推進センター

今治支局

東予地方局

本 庁

中予地方局

八
幡
浜
市

八幡浜支局
東温市

南予地方局

宇和島市

鬼北市



令
和
３
年
度
ま
で
に
、
本
制
度
対
象
森

林
約
２
万
１
千
ha
の
う
ち
、
５
，
７
５
６

ha
で
意
向
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
41 

ha
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
が
「
経

営
管
理
権
集
積
計
画
」
を
策
定
し
て
、
経

営
管
理
権
を
設
定
し
ま
し
た
。
更
に
、
そ
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ま
で
幅
広
く
学
ぶ
総
合
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
長
期
研
修
で
す
。
第
一
期
生
と
な
る

受
講
生
は
３
名
で
し
た
。

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
長
期
研
修
に
加

え
、
技
術
向
上
・
労
働
安
全
衛
生
に
重
点

を
置
い
た
短
期
研
修
を
開
設
す
る
予
定
で

す
。Ｉ
タ
ー
ン
・Ｕ
タ
ー
ン
者
等
が
、
速

や
か
に
就
業
で
き
る
内
容
と
す
る
こ
と

で
、
当
地
域
に
お
け
る
担
い
手
不
足
の
解

消
に
つ
な
げ
て
い
く
考
え
で
す
。

5
　
お
わ
り
に

本
地
域
で
は
、「
森
づ
く
り
事
業
」と「
人

づ
く
り
事
業
」
の
取
組
を
通
じ
て
、
森
林

整
備
の
加
速
と
担
い
手
不
足
の
解
消
を
図

っ
て
い
く
方
針
で
す
。
今
後
も
、
３
市
町

と
セ
ン
タ
ー
が
足
並
み
を
揃
え
、
愛
媛
県

や
、
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
た
支
援
組
織

で
あ
る
（
公
財
）
愛
媛
の
森
林
基
金 

森

林
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
と
も
協
力
し
な
が

ら
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
に
尽
力

し
て
参
り
ま
す
。

1
　
は
じ
め
に

愛
媛
県
の
宇
和
島
市
、
松
野
町
及
び
鬼

北
町
の
３
市
町
は
、県
南
西
部
に
位
置
し
、

一
次
産
業
が
盛
ん
で
す
。

本
地
域
は
、
鬼
ヶ
城
山
系
な
ど
千
ｍ
級

の
山
々
に
囲
ま
れ
、
森
林
率
は
、
宇
和
島

市
が
７
割
、
松
野
町
・
鬼
北
町
が
８
割
以

上
と
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
有
し
て
い

ま
す
。

令
和
元
年
度
に
森
林
経
営
管
理
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
３

市
町
は
新
た
な
連
携
組
織
と
し
て
、「
南

予
森
林
管
理
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立

し
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
な
が
ら
、
森
林
経
営
管
理
制
度
と
人
材

育
成
を
進
め
る
同
セ
ン
タ
ー
の
取
組
を
紹

介
し
ま
す
。

2
　
南
予
森
林
管
理
推
進
セ
ン
タ
ー

森
林
経
営
管
理
制
度
の
推
進
に
当
た
っ

て
、
各
市
町
に
は
、
主
導
的
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
林

業
専
門
の
職
員
や
森
林
経
営
に
関
す
る
ノ

ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
令
和
元
年
12
月
20
日
、
3

市
町
、南
予
森
林
組
合
等
が
共
同
で
「（
一

社
）
南
予
森
林
管
理
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を

設
立
し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
管

内
の
森
林
を
適
切
に
管
理
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
絡
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

「
森
づ
く
り
事
業
」
と
「
人
づ
く
り
事
業
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
各
市
町
の
譲
与

税
額
の
比
率
に
応
じ
た
負
担
金
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
の
負
担
金

同
制
度
に
基
づ
く
意
向
調
査
の
際
に
、

森
林
所
有
者
か
ら
同
意
を
得
た
上
で
、
調

査
結
果
を
事
業
体
に
提
供
す
る
こ
と
で
、

事
業
体
が
主
体
的
に
森
林
整
備
を
行
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。（
Ｉ
Ｍ
Ｍ【
情
報
に

基
づ
く
経
営
管
理
方
式
】）。

額
は
、
宇
和
島
市
７
，
０
０
３
千
円
（
令

和
３
年
度
譲
与
額：３
９
，６
０
７
千
円
）、

松
野
町
２
，
５
１
２
千
円
（
令
和
３
年
度

譲
与
額
：
１
４
，
２
９
５
千
円
）、
鬼
北

町
８
，
５
８
５
千
円
（
令
和
３
年
度
譲
与

額
：
４
８
，
８
４
８
千
円
）
で
す
。

 3
　
森
づ
く
り
事
業

地
域
の
森
林
を
適
切
に
管
理
し
て
次
の

世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、「
森
づ
く
り
事

業
」
で
は
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

の
う
ち
26 

ha
で
は
「
経

営
管
理
実
施
権
配
分
計

画
」
を
作
成
し
て
、
林

業
事
業
体
へ
再
委
託
す

る
一
方
、
３
ha
で
は
市

町
自
身
で
保
育
間
伐
を

実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
意
向
調
査
を

実
施
し
た
森
林
の
う
ち

約
５
０
０
ha
に
つ
い
て

は
、
林
業
事
業
体
が
森

林
経
営
計
画
の
策
定
に

よ
る
集
約
化
に
取
り
組

み
、
今
後
、
森
林
整
備

を
行
う
見
込
み
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
森
林

経
営
管
理
制
度
に
よ

る
公
的
な
集
積
の
取

組
と
、
林
業
事
業
体

に
よ
る
集
約
化
の
取

組
の
双
方
に
よ
り
、

迅
速
な
森
林
整
備
に

繋
げ
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
森
林
経
営
管
理
制
度
に
係

る
事
務
手
続
き
等
を
効
率
化
す
る
た
め
、

既
存
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
拡
張
し
て
、「
森
林
経

営
管
理
制
度
進
捗
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
作

成
し
ま
し
た
。
同
シ
ス
テ
ム
は
今
年
度
か

ら
運
用
を
開
始
し
て
お
り
、
意
向
調
査
票

の
発
送
・
集
計
、
経
営
管
理
権
集
積
計
画

（
案
）・
経
営
管
理
実
施
権
配
分
計
画
（
案
）

の
作
成
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

4
　
人
づ
く
り
事
業

「
人
づ
く
り
事
業
」
は
、
林
業
の
持
続

的
か
つ
健
全
な
発
展
に
必
要
な
人
材
を
確

保
・
育
成
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。　

同
事
業
の
核
と
し
て
、
令
和
４
年
４
月

12
日
に
「
南
予
森
林
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
開

講
し
ま
し
た
。
同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、森
林
・

林
業
の
基
礎
か
ら
資
格
取
得
、
現
場
実
習

森林経営管理制度に係る業務フロー図

市町

林業事業体

森
林
経
営
計
画

ＩＭＭ（※）のフロー〔森林整備へ直行〕

森林整備
（切捨間伐） 森

林
整
備

検討
経済林

環境林 市町村森林経営管理事業
（切捨間伐）

意
向
調
査

検
討

経済林

発
注

再
委
託

森林経営管理制度に基づく市町の業務のフロー

配
分
計
画

集
積
計
画

※IMM（Informed Management Method【情報に基づく経営管理方式】）
：林業事業体が、市町から提供された意向調査の回答内容を踏まえ、主体的に集約化の検討を進め、市町の集積計画等の作成

によらず、直接森林整備に繋げる取組。

森林経営管理制度進捗管理システム


